
放流エゾアワビの成長(深浦町炉作)

須川人志

青森県のエゾアワビの成長は大平洋、津軽海峡及び陸奥湾沿岸に生息する天然貝で調べられているが、

放流エゾアワビについては須川・清藤1)が三厩村棋榔及び上宇鉄で調べた報告だけであり人工種苗貝の放

流後の成長については断片的な情報しかない現状にある。

今回、深浦町炉作地先の放流エゾアワビの成長を調べたところ若干の知見を得たので報告する。なお、

調査に際しご協力を頂いた炉作漁業協同組合に謝意を表する。

材料と方法

深浦町の放流エゾアワビの成長を知るため平成10年7月17日に炉作地先で潜水採浦したサンプルについ

て貝殻表面の付着物を除去し、 85W白色ミニハロゲン電球で透視して貝殻の成長が鈍化し始める部位を年

輪とみなして成長を測定すると共に殻長、全重量及び軟体部重量等を計測し、形態特性を調べた。測定に

用いたサンプルは178個で、ある。

結 果

1 年令と殻長

深浦町に放流されたエゾアワビ、は水温が100Cを下回る 1月以降の冬季聞に貝殻成長の停滞が顕著に現れ

ているO 産卵時期は未調査のため不明であるがおおむね11月頃と推測されることから産卵した月から 2ヶ

月を経過した後に障害輪が形成されるものと考えられる。
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図1 深浦町地先の水温変化

表1をWalfordの定差図にあてはめBertalanffyの成長式を求めたところ

L(t) 145.9940 x (l-e-O削 (t-065凪J)

の関係式が求められた。

年令と殻長の関係を図 2に、年齢別計算殻長を表 2に示した。
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放流エゾアワビの年齢と殻長の関係
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採捕貝の殻長組成

採捕したエゾアワビの殻長組成を図3に示した。

深浦町炉作地先ではアワビ、資源への人為的な添加として平成5年以降毎年10，000個の30mm稚員を放流し

ているため殻長40-130mm台の放流エゾアワビを比較的容易に採捕できるが、天然貝の出現率は1.1%と極

端に低い結果であった。

炉作地先のアワビ集団は放流エゾアワビが大半を占める特殊な漁場となっており稚貝放流を継続するこ

とでアワビ資源を維持できる構造となっている。
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3 年令と全重量

炉作地先で採捕した放流エゾアワビの年令と全重量の関係について調べたところ

W(t) = 1.6087 t2 

の関係式が求められた。

年令と全重量の関係を図4に、年令別計算全重量を表3に示した。
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図4 放流エゾアワビの年齢と全重量の関係
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4 殻長と全重量

炉作地先で採捕した放流エゾアワビの殻長と全重量の関係について調べたところ

W 0.0001252 L30144 

の関係式が求められた。

殻長と全重量の関係を図 5に、殻長別計算全重量を表4に示した。
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図5 放流エゾアワビの殻長と全重量の関係
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5 殻長と軟体部重量

炉作地先で採捕した放流エゾアワビの殻長と軟体部重量の関係について調べたところ

W 0.000045316 L31412 

の関係式が求められた。

殻長と軟体部重量の関係を図 6に、殻長別計算軟体部重量を表5に示した。
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図6 放流エゾアワビの殻長と軟体部重量の関係

考 察

エゾアワビ種苗放流において放流後の成長を知ることは漁獲対象群の加入時期を判断するうえで重要な

情報であると共に、放流漁場の適否や資源管理を実践するうえでも必要な知見となっている。青森県日本

海のアワビ類の成長については久六島に生息するマダカ 2)で調べた報告があるが、エゾアワビの成長を統

計的な手法で確認したのは本調査が始めてであり、深浦町炉作地先では殻長30mm程度のエゾアワビ稚貝は、

放流後4年を経過して漁獲制限殻長の90mm以上に達することが明らかになった。

なお、青森県内のアワビ類の代表的な貝殻の成長は図 7及び表6であり、全重量の成長は図 8及び表7

となっている。
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図7 青森県内のアワビ類の成長(貝殻)
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図8 青森県内のアワビ類の成長(全重量)

アワビ類の成長は餌料が豊富な場合は媛海域に生息する個体が良好な傾向を示しているO 深浦町炉作は

対馬暖流が最も接岸する地先であり、青森県内のエゾアワビでは一番の成長を示した。エゾアワビ種苗放

流による栽培漁業では放流種苗を効率よく回収することが目的となっており、生物面では種苗性や放流技

術の開発が課題となっているが、漁場経営面では殻長60mm以降の指数関数的に伸ひ守る全重量と軟体部重量

に注目し、市場価値の大きい大型エゾアワビの生産流通体制を構築することが必要である。
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